
一18一

1973年岱月17日

根室半島沖

地震

概報

まえがき

ユ973年6月17目午後北海道根室半島を中心にかなり

強い地震を感じた.気象庁から震源地は根室半島南東

沖でマグニチュｰド7.2(後に7.4と正式発表)根室

･釧路の震度はV(強震)と発表された.また札幌･

仙台両管区気象台から北海道･東北地方の太平洋岸に津

波警報が発令された.震源地に近い根室･釧路地方は

地震予知連絡会で特定観測地域に指定され地殻変動の

観測カミ強化されていた地域である.

筆者らはこの地震の数目後根室半島を中心とした地

域におもむき短期間ではあるが地震による地殻変動

地盤災害等についての概査を行なった.

この地域では現在もなお余震活動カミ続いていることや

震源地南方にはまだ地震活動の空白地が残されている可

能性があることなどから事態はなお流動的ではあるが

とりあえず今回の調査の報告と今までに発表になって

いる当地域の地震活動についての資料を紹介する.

衣笠善博･山口昇一

地農のあらまし

気象庁の発表による本震の発震時震源規模およ

び各地の震度は以下の通りである(第1図参照).

発蟹時:1973年6月17目12時55分

麗源地:根室半島南東洋

深さ40knユ

北緯42.9度東経146.0度

地麗の規模:マグニチュｰド:7,4

(地震の直後7.2と発表されたが6月26目に開

カ)れた地震予知連絡会で気象庁から7.4と訂正

された)

各地の麗度

V(強震)根室

w(中震)浦河

皿(弱震)札幌

盛岡

1I(軽震)小蒲

釧路

網走帯広広尾青森むつ

室蘭苫小牧倶知安八戸弘前

宮古酒因大船渡東京

函館羽幌雄武仙台石巻福島
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第1図ユ973年6月17目根室半島沖地麟麗度分布図(気牽庁資料による)
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一'本震6月工7口12時55分

`■…余震6月24n11胞3分

第2図1973年6刑7目根室半島沖地震の津波(気勢庁資料による)�
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第3図根室測侯所で記録された有感余盤圓数(6月25目06時まで)

図中の数字は震度を示す(資料提供:根室測侯所)
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第4図6月24目11時43分の余震震度分布(気象庁資料による)

第5図余震のP-Stime分布(6月23目までの有感地震について

資料提供:根室測候所)

帥∫宇都宮秩父

I(微震)旭川横浜甲府熊谷前橋輪島相川

八丈島

津波:本震のすぐ後13時15分頃より北海道･東北地

方の太平洋岸には次々と津波の第一波が押し寄せ

15時20分根室には全振幅281cm以上と検潮儀

をスケｰノレアウトする最大波が到着した.各地

での津波の高さを第2図に示す.

余震:震源地周辺では現在もたお余震活動がつづいてお

り.道東地域でもかなりの有感余震を記録してい

る.根室測侯所で観測された6月25目06時まで

の余震の回数と震度を第3図に示す.このうち

でも6月24冒11時43分の余震は最大規模のもので

M=7.3釧路で震度Vを感じ弱い津波をとも

なった(第2図参照).この余震の各地の震度を

第4図に示す.

また6月23目までの余震のFStimeを第51雲1

に示す.この図で特徴的たことはP-Stimeの

分布に7秒前後と12～13秒の2つのピｰクが見ら

れることである.根室測侯所では今回の地震の

前にはP-S!3秒程度の地震を比較的多く観測し

ており一方6月17目の本震のP-Stimeは8秒

であった.この様1こ余震のP-StiIneが平常時

の地震のP-Stimeと本震のP-Stimeの2つの

ピｰクをもつ分布をすることは興味深い.なお

6月24日11時43分の余震のP-StiIneは13秒であ

った.

地震による被害

地震発生直後関係市町村には災害対策本部が設置され

津波にそなえての対策被害の取りまとめ復旧活動カミ

行なわれた.この地域は1952年1968年と2度にわた

る十勝沖地震!960年のチリ地震津波などで大きな被害

を受けた地域であることや今回の地震が“予知された

地震"であったため平常時から有事にそなえての対策

が取られており被害を軽減することができた.特に火

災が1件もなかったことは平常時からの心得によってい

かに被害を軽減することができるかを如実に示している.

加えて津波に対しては各地に防潮堤が建設されていたこ

とや避難誘導が円滑に行なわれたことにより被害は最

小限に食い止められた.第1表に北海道庁によって取

りまとめられた人的被害住宅･土木関係の被害の状況

を示す.また道路の損傷個所を第6図に示す.�
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策1表r1973年6月17日根室半島沖地震｣被害状況中間報告

6月19目21時現在(単位千円)

被災

市町村

べ

人的被害

重傷

軽傷

計

市6

町118

被害数1･｢

幕121被害額1

㈳

人

㈶

人

住家被

害

金簸

1町∵烹被f,⇒

剖11被害数･･棟･棟i･･棟…

棟

世帯

入

��　

半壊

棟

世帯

人

�住伀

一部破損

床上浸水

量11髪世瑠蓑1世瑠

㌹�㈱㌀

��　

床下浸水

10棟'5,191棟

10世帯■11,210世帯

21人122,491人

�〴���

木被

事

橋梁!小計

市町村工事

汀斥マ為可ト港湾

計

�����
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道路関係の被害で注目されるのはそのほとんどが低

地の盛土部分に集中していることである.釧路から根

室半島にかけては根室面と呼ばれる平坦面(西部で140

～120m東部では80m内外)と釧路面と呼ばれる40m内

外の平坦面(下末吉面に対比されている第四紀総研北

海道グルｰプ1969)からなる.これらの平坦面を切っ

て標高2～5mの低湿な沖積地が発達している.写真

1にも見られるように被害はこの低湿地を埋め立てて

盛土カミなされた部分に発生しており路肩が崩壊してい
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(北海道庁資料)

る.またこのような盛土部分の“はらみ出し"によっ

て路肩に亀裂が入っている所が数多く見うけられた.

同じ被害個所でも車道部は北海道特有の事庸で凍上防

止をはかるため砕石を厚く敷き十分なつぎ固めを行な

い厚い舗装がなされているため損傷は少たいがこの

ようた工法のとられていない路肩部は上述のような損傷

を生じている.

橋梁の被害も同様であり道路が台地から低地へ下り

へ＼

ザ.∴

＼㌧､

･､プ甘～.二

'､･/一Y

w,1､

〆一

�

/!ゴ

､1他111､

}､j

一^.派

､'

�

子ぞ三1晩

1へ!一一

'貝

釧/

路㌧

㌣'

､メぎ舳

々

水炊舳5

王､ゼ

､､

ヘ

ノ

��

上

1王〇kli一

州11司｣阯二1'し･二11山許･1■埼･11

11榊;舳1111

甘■)t冊1■行

�



一21一

埋め立て地や盛土部を通り河川や湖沼をまたぐ橋を通

過する部分では盛土の沈下による橋脚部と路面との開

離がごく普通に見られた.特に温根沼大橋や別当賀橋

では沈下量が30cmにも及び一1痔交通止めを余儀なく

された(写真2～4)

港湾の被害は地震動そのものによる被害に加え津波

による被害が生じ被害の大きい花咲港の岸壁の一部は

使用に耐えないまでに破壊された.被害は岸壁の亀裂

･陥没や倉庫･魚市場等の建物の不等沈下などである

(写真5～6)､花咲港で大きな被害を受けた部分の大

部分が新しい埋め立て地で(第7図)埋め立て地特有

の噴砂現象も見られた(写真7).これとは対照的に丘

陵寄りの旧岸壁上の家屋には被害も少なく噴砂現象も

見られ放かった.浜中町霧多布港でも同様で被害は

埋め立てて広げられた岸壁に発生しており多数の亀裂

･陥没が見られた(写真8).

はげしい地震動に見舞われた地域のほとんどカ拡漠た

る原野であり点在する民家も大都市のように崖ぎりぎ

りまでせまるようなことがないため崖崩れによる被害

は少校かった.しかしそのような内でも比較的都市化

が進んでいる釧路市では宅地造成が行なわれており造

成地にはやはり被害を生じ･ている.宅地造成は丘陵地

を切り開き谷を埋めてなされており埋め立てた部分の

末端の処理が不十分なため崖の下部で“はらみ出し"

上部で地害1jれ陥没をするというよう校定造地に一般的

に見られる崖崩れの様子を示している(一般的に見られ

ること自体が大きな問題である).さいわい今回の地

震の前は晴天つづきであったがこのような所は地震の

みならず今後わずかな雨でも崩壊･流出をし崖下の

人家をのみ込む危険があるので早急な対策が望まれる

(写真9).

このような都市型の崖崩れに対し阿寒国立公園内摩

専真1路肩の崩壊低地を埋めた部分で崩壊を起している(別当賀橋丙)

写真2別当賀橋橘脚部と道路の接合部の沈下

写真36月17目の地震による沈下を補修後6月24日の余震で再度沈下

(別当賀橘)

写真4温根沼大橋西側別当賀橋と同様の沈下で一時交通止めとなった�
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1/㌻㌫!工1簑1ζくの1㍍1鴬1

〆言㌧篇㍗∴11していたため砂煙1をとも荷う崩壊と削

㌻!“㌻;等1簑火;1㌶㌢㌶㌶

お､､､幸､“浅蝋機㌧㌫岳墓㌶以鳩

㌧↑べ仁.}圭熔岩と呼ばれる輝石安山岩からなっている.

1リ｣⊥また地形も爆裂火口(直径1km深さ470m)

第7図花咲港の埋立てを示す2枚の地形図(右は大正11年測量昭和36年修正の一に向けて急崖を作っており弟子屈営林署で

5万分の1r根室南部｣左は同昭和45年修正の5万分の1r根室南部｣)

は“崩壊地"に分類してきた所である(写真

周湖東岸のカムイヌプリ(摩周岳858m)の山頂部の崩10,11)今回の崩壊が地震にとも狂う崩壊であ､｡たこと

懐が注目された.地震のあった6月17目は摩周湖につや砂煙りが目撃されたことか1ら現地では大きく取扱

きもめの霧が晴れており対痒の展望台や弟子屈町かわれたが従来から小規模な崩壊を続けてきたと考えら

写真5

地震と津波で大きた被害を出した花咲港岸壁

写真7

花咲港埋め立て地に見られた噴砂現象この地

点は本震後の津波で水をかぶった所であるので

6月24目の余震時のものと考えられる

写真6

手前の部分は6月17目の地麗の後補修を

行ったか24目の余震で再度亀裂が入った

写真8

霧多布港の埋め立て部分に見られた地割れ�
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れる.事実筆者らが現地をおとずれた6月24目も

1!時43分の余震により再び崩壊を起した.6月17目と

は逆にあいにくの霧で崩壊の様子を目撃することがで

きなかったが地震の後数分間にわたって崩壊音が断続

した.覚悟はしていたものの濃く立ちこめた霧の中

大きくゆれる大地爆裂火口にこだまするにぶい崩壊音

と全く不気味な体験をした.この他にも知床半島羅臼

町知円別付近で1ヵ所小規模な山崩れが報告されている.

このような非都市型の崖崩れは別として前述のよう

柱都市型の崖崩れや道路･港湾の被害は十勝沖地震

新潟地震などの地震のたびにくりかえしてきた被害であ

る,今回の地震はかなりの被害を生じたとはいえ太

平洋岸の地震としては小さい方に属する.それにもか

かわらずこのよう祖被害が出たことは残念であり沖

積地での土木工法安易溶埋め立て盛土宅地造成へ

の警鐘として受けとるべきであろう.

予知された地震

はじめにものべたように根室･釧路地域は地質調

査所をはじめ気象庁国土地理院防災センタｰ大学

などで構成されている地震予知連絡会で｢特定観測地域｣

に指定されていた地域である.全国9つの特定観測地

域および観測強化地域のうちでも(第8図)この根室

･釧路地域は最近の地震活動の推移三角点測量や水準

点変動から特に重要視されてきた地域である.

特定観測地域観測強化地域の決定にあたっては｢地

震予知研究年次計画｣に従って地震予知連絡会内に設け

られた｢観測段階指定規準小委員会｣で候補地が検討さ

れた.ユ970年2月6日この小委員会で作成された原案

にはまずM=8級の特定観測地域として東海地方があ

げられM=7級の特定観測地域として秋田･山形西部

高田周辺の信越地区(長野県北部および新潟県南西部)

琵琶湖周辺出雲･島根(島根県東部)伊予灘(伊予

灘および安芸灘)があげられ関東南部はM=7級の観

測強化地域とすることか了承された.同年6月20目の

第6回地震予知連絡会で小委員会で選ばれた候補地に

ついての検討がたされた.その結果上記の後補地に加

えて根室･釧路地区(北海道東部)と)'特に経済商

工業の重要地区として"阪神が追加された(地震予知

連絡会事務局1970).北海道東部がここで追加された

理由は明らかでないが決定に先だ一.･て宇津(北大現

写真10カムイヌプリ(摩周岳)頂上の亀裂

釧路市緑ケ.斤の宅地造成地での崩壊末端処理が不十分であった所

が崩れかけている

写真ユ1カムイヌプリ頂上付近の様子今回の崩壊以前にも何度も崩壊をくりか乏してきた所である

(写真提供弟子屈営林署)�
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第8図観測強化および特定観測地域一覧図
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北海道周辺のM8級大地震の擦源域(楕円)とその薦央(黒丸)
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最近10年間におけるM5.O以上の滝発地震の分布(宇津1972)
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在名古屋大学)および国土地理院からこの地

笱

城の地震活動の状況および一等三角点改測､

1結果が報告!れ1-1･㌧鳩心

を;㍗1鷲㌫膿驚‡㎡L∴一

起ったM8程度の大地震の震源域(余震域)第10図

でほぼ埋められ根室南方沖の部分を残すのみとなった.

この空白部分には1894年以来75年間M8程度の大地震はている(宇津1972).

起っていない.最近10年間ほどの状況をみてもこの

部分の海溝寄りには気象庁により震源が決められる程国土地理院からはこの地域の三角点水準点の改測結

度の地震はほとんど起っていない､このことは国土果検潮記録などについて前後7回にわたって報告がな

地理院により明らかにされた道東部における北女西向きされている.いずれの報告でも根室･釧路地域の変動

の異常な水平変動と関連しているとも考えられ注目をは注目すべき異常であると指摘している(第1!～!5図).

要する｣とのべている(宇津1970).宇津はさらにこのように今回の地震は“予知された地震"というこ

その後検討を加え翌年10月第14回地震予知連絡会で｢北とができよう.しかしその一面次のような新たな問題

海道周辺における大地震の活動と根室南方沖地震につを残した.すなわち今回の地震の震源が宇津の示し

いて｣の報告を行たった(第9～10図).そしてその内た空白地区(第10図で点線で囲まれた部分)よりもいく

で｢……北海道周辺で次のM8級の大地震が起るのは根ぶん北によった地域であること地震の規模が予想され

室南方沖のC領域〔前出第9図のC領域〕である可能性がたより小さいこと(宇律(1972)は空白地の大きさから

大きい.ただし第3図〔第10図〕の点線で囲んだ区域内M=8～81/｡を予想している).

にかなりの大きさの地震(たとえばM≧6)を含む地震

活動が始まったならば警戒を要するであろう｣とのべこのようなことから第10図の点線で囲まれた部分の工�
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ネノレギｰはまだ全部は解放されておらず今回の地震は

いわば前駆的な地震で今後かなりの大きさの地震が発

生すると見られ校いことも扱い.6月26目の臨時地震

予知連絡会でもこの件については特に慎重抵検討がなさ

れ以下の公式見解が出された.｢今回の根室半島沖

地震は一応の余震活動をへて静かになるものと思う.

しかし本震の規模(M=7.4)と余震域の拡がりから考え

て今回の余震域の南方には一まだエネノレギｰが残って

いる可能性が考えられる.この地域における将来の地

震発生の可能性については各機関脇カの下に行なう地

震活動と地殻変動の調査結果を待って判断する｣

根室･釧路地方の第四紀地殻変動

上記の“各機関脇カの下に行う地震活動と地殻変動の
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第12図一等三角水平変動ベクトル図(2〕(国土地理院1970)
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第1!図]響三角水平変動ベクトル図(1〕(国.L地理院ユ970)
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第13図一等三角水平角変化図(国土地理院1970)
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第14図一等三免迦長伸縮図(国土地理院1970)

､徽一一'

1二/“1/､仁'一'一i一■

一(/

1､“

･仰:

＼一

策15図北海道東蔀上下変動図(1970｣55)(国土地理院1971)�
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の現在の状態

()()1ぴ紬図

榊と舳,上こ,()().o誰留㌫警1地

調査"とは具体的には気象庁･大学による地震のメカ

ニズム解析と余震活動の調査であり国土地理院による

水準点三角点の改測である.地質調査所は根室･

釧路地方の第四紀地殻変動を分担することにたった.

これについては資料の収集と分析を始めたばかりである

が地震前の異常な南東下りの水準点変動と関連してと

りあえず以下の点にふれておきたい.

まず前述の根室面については釧路南東部では南が高

く北へ向ってゆるく傾斜していることが認められる.

この南高北低の傾向は釧路低地の南西縁から北東の塘路

湖へつづく軸をもつ擁曲構造あ一部をなすものである.

この携曲運動の始まりは根室面を作っている釧路層群の

堆積時までさかのぼることができる.そしてその後の

釧路面の形成時まで引きつづいている(岡崎1966).

一方沖積地(釧路低地)の地形は南東へゆるく傾いてお

り上述の携曲構造とは一致しない.この東への傾動

は海岸線の西出東退河崖の西高東低釧路川の東縁

沿いの流路海跡湖沼灘が東縁に偏在することからも明

らかである(第四紀総研北海道グノトプ1969).この

東への傾動の始まりは縄文時代早期と考えられる(岡崎

���

北海道における縄文海進の高さ(現在の海水準に対し

て)は函館･常呂･浜頓別の自然貝殻層の標高から3

皿内外と考えられている.また縄文時代の遺跡の高さ

(生活面)は函館住吉町遺跡(縄文早期)で6～7m･

網走大曲洞窟(縄文早～前期)で5m+内浦湾入江貝

塚(縄文前期)で6mであり自然貝殻層から推定され

る縄文海進の高さ以上であり矛盾しない(赤松1969).

しかし根室･釧路地域はややおもむきを異にする.

大島(!971)は厚岸湖のカキ礁についての考察を行ない

内湾･汽水棲の03腕αg細∫(マガキ)からたるカキ礁

(牡蠣島弁天島など)は縄文早期後半～前期にかけ

ての海水準が現在の海水準より4㎜位高かった時期に

形成されだとしている.この牡蠣島や弁天島は現在海

面上0m～2mの高さにある.すなわち縄文海進が現

在の海水準より4孤高い所にまで及びそこで形成され

たカキ礁(0畝θα醜ωは水深Om～3に棲息する)が

現在の海水準と同等ないし十2･nのところに存在するこ

とから縄文前期以降2m程度の沈下カミ考えられる(第

16図).さらに東釧路貝塚周辺では現海面下5～8m

に厚岸のカキ礁と同様の05腕αg妙5を含む自然貝殻

層が認められている.この自然貝殻層の構成内容は縄

文早期末～前期中葉の東釧路貝塚と同一であり縄文海

進期に形成された貝殻層と考えられる(沢地1962).

これらのことは縄文海進以後海水準の低下(海退)を

うわまわる地殻変動(沈下)があることを物語る.縄

文海進の年代(自然貝殻層カキ礁の形成年代)を5,000

B.P.とし沈下量として厚岸での一2mをとると地殻

変動の速度は一0.4mm/年となり前述の沖積地の地

形からその傾動方向は東さがりとなる･

一方国土地理院によって明らかにされた今回の地震

前の地殻変動の速度は厚岸付近で一160mm/!5年=一

10.7mm/年浜中町付近では一200mm/15年=一13.

3mm/年であり上述の縄女海進以後の変動速度に比べ

てはるかに大きい.このように地震前の短期間の地殻

変動量と地形等から考えられる長期間の地殻変動の差

は･南関東紀伊半島四国太平洋岸でも認められてお

り地震時の変動によってうめられると考えられている.

しかしこのような地域はいずれも長期間の地殻変動は海

側が隆起する傾向にある1この点で根室･釧路地域と�
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はややおもむきを異にしている.この根室･釧路地域

の縄文海進以後の地殻変動を“根釧型地殻変動"と呼ぶ

ならば“根釧型地殻変動"は地震と地震の間は海側

(東側)が沈下し地震時には海側が隆起する.しか

しその隆起量は沈下量をうわまわらず長期間では徐々

に海側が下がる傾向にある地殻変動ということができよ

う(第17図).

今回の地震ではたしてどの程度の隆起があったか注目

される.沈下量をうわまわらない隆起量とはいえ地

震前の沈下がかたり大きいことからそれ相当の隆起が

期待される.また隆起量が小さいとすれば地震前の

沈下の相当量が回復されるよう住地震の可能性が残され

ることになる.

第17図

根室･釧路地域び)地殻変動を示す模式図

あとがき

以上今回の根室半島沖地震について概観した.は

じめにものべたように事態はなお流動的であり近い

うちに再び大地震が発生するか否かは今後行恋われる調

査結果を待たなければたらない.しかし仮に“今後大

地震の可能性あり"との判断が出されたとしても対策

をその時点から始めたのでは遅すぎる.この根室･釧

路地域をはじめ日本列島太平洋岸は南海道地震関

東大地震房総沖地震三陸沖地震の例を見るまでもな

く大地震に常にねらわれている地域でありいつ大地

震が起きたとしても不思議ではない.従って不断の対

策が必要なことはいうまでもない.今回の地震で火災

の発生を1件も見なかったことや津波による被害が少

校かったことはその意味でも大きな教訓となるであろう.

地震予知は今後十分な予算と人員が確保されるならば

近い将来実用化されると思うがそう柱ったとしても地

震の発生を防げるわけでは粗い.地震災害の軽減は科

学的な地震予知と十分荏災害対策がそろってはじめて十

分な効果をあげることができる.今後地震予知連絡会

から出される調査結果に注目しつつも早急に次の地震

に対する対策が望まれる.

今回の現地調査にあたっては次の方々から貴重放資料を提供

していただいたり御意見をうかがった.気象庁地震活動検

��

測センタｰ国土地理院地殻活動調査室北海道庁北海道開

発局根室市役所釧路市役所浜中町役場根室測候所弟

子屈営林署北海道教育大学釧路分校岡崎由夫氏同鈴木順雄

氏標茶町立萩野小学校右谷征靖氏地質調査所大島和雄氏.

ここに厚く御礼串し上げる･(昭和48年7月10H記､筆者らは

地質部･北海道支所)
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〔追記〕

第22回地震予知連絡会は8月23H開かれ今回の地震につい

てのその後の調査結果が持ち寄られ検討された結果次の様な

見解が出された.

｢現在発生中の余震は一震源域のひろがり地震数ともに本

震の規模(世界中の資料を用いたNOAAの値7.7)にみあ

った経過をたどっている･したがって今後たおか校りの余震

のおそれはあるが今回の地震が同地域のより大きい地震の前

震活動とは考えにくい.

今回の地震による地殻変動は北海道東部において全般的に沈

下であったが根室半島については東あがりの傾向が見られる.

6月17H,24Hの震源を含む適当な断層面のずれを考えること

によリこれらの地殻変動のおおよその説明がつく.しかし

北海道東部における従来からの大きな地殻変動は依然として残

っていると考えられる.しかしこれが将来の大地震に直結す

るか否かは不明であるのでこの点を究明するため今後も関

係機関が協力して地震活動地殻変動放との観測を続ける.｣

この第22回地震予知達絡会に提出された各機関の調査緕果に

ついては稿を改めて紹介する,(8月24目詞)�


